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論文内容の要旨
本研究は、明治期以降第一次世界大戦期までの日本を対象にして、国土開発、都市開発がどのような政
治的イデオロギーでもって中央政府、地方政府によって計画され、いかなる阿土空間、都市空間が創り出
されてきたのかを明らかにしたものである。開発を支える公共十本事業が、政府のどのような意図のもと
に計曲され、そしてどのような空間的配分が実際になされたのかを、理論的そして多くの事例研究を通じ
て明らかにしている。地理学においてはこうした開発およびその政治経済的背景を問う研究の蓄積が揮め
て少ない中で、アンリ・ルフェープルによる空間の牛.産および空間の統合の慨念を適用して、均質化とネ
ットワーク化という地理的なイデオロギーが強く働いたことを論証している。その結果として手厚い空間
の生産が、国民の国家への忠誠loya1 tyを生み出し、 H本という国民国家の成立を迅速かつ強固に促し
たのではないか、そして士建国家論にもつながる日本の公共土木事業の特質を歴史的に解明したという、
地理学においては独創的でダイナミックな研究と評価できる。
本論文の意義を研究史的に整理すると、第一に、明治維新期以降の近代化において、国土開発、都市開
発による同士雫聞の編成が行われたことに対して、空間論的観点からの理論的および地域事例研究の双方
が不足している状況を克服したこと、第一二に、経済的動機を越えた開発主義的な国家形成の帰結として戦
後の土建国家が生まれたが、その出発点とされる戦時中に焦点を当て、総カ戦体制下の開発至上主義のも
とでの地域の変容を明らかにしたこと、これは著しく遅れている戦時中の同士開発と地峡の変脊の解明に
貴重な貢献していること、第三に、近代期をテーマにした地理学の切りこみが著しく弱いことを克服し、
政治経済学派による英語園地理学の成果と日本近代史研究のそれとの接合を図ったこと、である。
近年の地理学における空間論の唱導は、従来地理学が取り扱ってきた地的事物、地的物体の叙述に対し
て、空間にまつわる知・科学・技術・言説・視線がもっイデオロギーとその戦略をトータルにみてゆくた
めの思考の奥行きを与えてくれている。このような視座を共有し、本研究は、われわれが今自明のものと
して利用し尽くしているこの国士空間の形成のメカニス・ムを、空間的に批判的に叙述したものともなって
いる。
全体で9章立てとなっている。以下各章毎に、少し詳しく紹介する。理論的には、日本の明治維新期以
降の近代化が開発主義的国家体制にあり、経済的動機を越えた同家の介入という形で強力に国土空間の生
産に国家が乗り出したことを、ルフェーブルの空間の生産論に依拠しながら論じた。これを国民国家形成
一開発政治ー建造環境という流れで分析枠組を提示しているのが第 1意「国民国家形成の塑問論」である。
この過程で働く地理的イデオロギーとして、空間の均質化と空間のネ・ソトワーク化をあげ、このふたつの
イデオロギーの貫徹を通じて、国土空間が力強く生産されていくことを理論的に整理する。
第2章「近代上|本の開発政治と国土空間の編成』は、空E聞の統合概念、ネットワーク化、均質化を軸に、
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明治維新期以降、鉄道、治水、港湾を中心にどのような国土開発が、どのような国家構想、国是のもとに
進められたのかを明らかにしている。個別事例として特に治水事業に着目して、事業配分の均質化と地方
利害の相克をも検証した。
第3章「総力戦ドにおける計画化と同土開発」は、こうした観点、を昭和lO年代の総力戦体制期に展開し
たものである。空間の統合という地理的イデオロギーが長も強く追及されたのがこの時期であり、合理性
や均質化、平準化、計両化の追及が戦後の日本の高度経済成長や官僚制の強さなどのもとになったと主張
する総力戦体研究に依拠しつつ、そうした研究が合理性や均質化の実質を述べていないことに対して、戦
時期の国土開発を事例に実証したものである。
第4章からは、国土開発からより都市開発に重点を置いたアプローチとなっている。 r都市開発と公共
サービスの地理学一都市計画理論を接点、にして一」と銘打った第4章，では、特に地理学者ハーヴェイの建
造環境論と政治学者プーランツァスの同家論に依拠しつつ、同家が資本主義的経済発展を円滑に進めるた
めに、計画化という形で経済主体そして市民に都市開発を通じて介入せさ.るをえないというフレームワー
クを利用する。この計画化が、都市開発の忘向性や公共サービスの供給を左右し、さまざまな地方政府に
よる公共サービスの付与が行われたことを論じた。
第5章の「近代都市史研究と地理学j においては、第4章における地理学の新マルクス主義的な解釈に
よる都市開発を解明しようとする姿勢と、日本の歴史学や都市計画学が主導するどちらかというとかつて
のマルクス主義的解釈が後景に退いている近代都市史研究をどのように接合できるか、近年の都市史研究
における空間論的なアプローチの増加を踏まえながら、関連する多くの研究を位置づけ直したものである。
第6主義「戦前期の都市開発と者ISr j財政jは、第4章と第51誌のマクロ理論的なアプローチを採用して、
戦前期の日本の都市開発の実態を、都市財政を利用して、数量的にその特質を明らかにしたものである。
全都市を対象にした歳出費目分析を明治期から1940年代まで行い、都市政府の介入の中身の変遷について、
計量的に論証した。
第7章から第9章までは、それぞれ福岡県の諸都市、富山市、和歌山市を対象として、如上の理論的基
盤に立って展開した事例研究となっている。第7章の『戦前期福岡似における都市発展と都市開発Jでは、
l県に8都市という類例のない多くの都市政府を抱えた福岡県において、それぞれ鏡をけずる都市間競争
による都市開発へのさまざまな努力を、多くの新聞紙上でかたられた言説でもって復元再構成したひとつ
の地誌となっている。
第8章 f昭和戦前期富山県の都市言|也;と地域開発」においては、都市計ー曲ーと工業開発という 2点におい
て、非常に特異で大規模な事業を行った昭和戦前期の富山県および富山市の試みを、新たな資料の発掘を
通じて地方史研究レベルの空白を埋めた研究を行ったものである。日本海側で唯ー・の工業県となったその
基盤を、この期の大規模公共土木事業に求め、戦時中にさかのぼって明らかにしたものである。
第9章「昭和初期から戦時期和歌山市における都市開発と地械の変脊」も、第8章とほぼ同じ関心で進
められた研究である。戦前和歌山市の都市計両事業、そして総力戦体制下の軍需工業閲覧を軸にした新興
工業都市計画事業のいずれも、地方史研究レベルではほとんど解明されていなかったが、新たな資料発掘
を通じて、特に軍需工業開発で立ち退きあるいは新市街建設となった地域の変容を、間取りを中心にして
明らかにしたものである。権力を背景にした公共土木事業の強権性と合理性のもたらす強さ怖さをも論じ
ている。
論文審査の結果の要旨
本論文の著者はこれまでの業績の中で、福岡市や北九州市をはじめ日本の諸都市において、近代を通じ
てインフラストラクチュアの整備を中心とした公共投資がどのように行われてきたのかを、事例に基づく
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詳細な歴史的考察によって解明してきた。本論文はこれら著者の従来の個別研究の蓄積のうえに、普者ーが
近年取り組みはじめた近代日本における同民国家の形成を論じようとする意凶をもって執筆されている。
国民国家の形成が日本の同土の均等な開発とそのためのネットワークの形成、すなわち「空間の生虚Jと
いう事実によって促されたとする考えに立ったものである。このような都市空間の創出に関する問題は、
ルフェープルやハーヴェイらの都市社会理論に強い影響を受けた、最近の欧米における社会・政治地理学
派によって論じられてきた。著者もルフェープルの空間の牛.威論に依拠しつつ、白身の実証的な個別叙述
のうえに立って、近代日本が国土の特質化とネットワーク化という地理的なイデオロギーを包含しながら、
経済的動機を超えた開発主義的政策を採って、国民国家形成を図ってきたとの仮説をたてて、都市空間の
形成過程を明らかにしようとする。この課題設定と仮説に基づく論述の展開は、従来の日本の都市地理学
あるいは日本近代史研究にみられなかった新しい観点、からのものといえ、得られた結果も仮説の有効性を
首信し得るものとなっていて、 高く評価できょう。
論文全体は9章から構成される。第 l章 f国民国家形成の空間論」で展開されるアンリ・ルフェーブル
の「空間の生産」論に依拠した上述の課題設定は、明瞭で説得力があり、著者の欧米理論の畷収力の優れ
ていることを示すものである。とくにいち早く「空間の生産」論に注目した地理学者グレゴリーの「権力
の目』論の採用により、国家や資本による支配の図式だけではなく、民衆やローカルレベルからの抵抗を
も組み込んど柑互的な空間創出の実践過程の考察を提起としている点は、本論文では大部分が前者の考察
にとどまっているとはいえ、所論の深みを示す証左となっている。
第2章「近代日本の開発政治と国よ空間の編成」は、富国強兵、殖産興業、地方改良等といった国家と
くに内務省主導の開発構想のもとで、明治期より鉄道、治水、港湾を中心とした同十空間が編成されてい
った過程を験託する。府県単位で事業配分の均質化が結果として生じたという指摘は従来にない知見であ
るといえる。
第3章「総カ戦下における計画化と国上開発」は第2次大戦期における強権的なインフラと工場の建設
等が、大都市近郊において顕著であり、その過将が戦後の l業開発の典型的な手法になること、ひいては
のちの高度成長期に至ってよ建国家日本を築きあげたメカニス恭ムを支えることになるとの仮説を提出し、
その妥当性を検証しようとする。
第4草「都市開発と公共サービスの地理学Jでは国土から都市に焦点、を移し、都市開発をめぐる経済主
体と国家、市民との関係を論じる。英語圏の都市地理学における国家の都市開発への介入論の業績を参照
しながら、資本主義社会における資本蓄積が、都市空間にどのような財とサービス供給をもたらすことに
なるのかを、理論向から展望する。最近の社会・政治地理学派の視点を、日本の返代都市史研究に接合し
ようとの試みは従来にない新鮮な提案である。しかも欧米理論の適用にあたって、中央集権的な開発を指
向したH本の国家体制の特質を十分に考慮、した内容となっているのは当を得た配慮といえる。
第5章「近代都市史研究と地理学」では日本の近代都市史に関する既住の研究の紹介とまとめを行い、
中央政府からの地方政府の開発にたいする介入の実態の考察と空間論的なアブローチを伴った個別的な地
方の事例研究の必要を説く。これまでの研究と新マルクス主義的な批判理論との接合を葱図したものであ
る。
第G章「戦前期の都市開発と都市財政Jは戦前期の口本の都市開発の実態を都市財政の数量的分析から
解明しようとしている。都市を歳出費日のクラスター分析によヮて類型化する試みは新たな事実をう|き出
すのに有効であろう。
第7章以下の、福岡県の諸都市、富山市、和歌山市の都市計画と地域開発の事例研究は論文の前半で得
られた近代日本の出土・都市開発への考察の粋組みを念頭において、地}j都市レベルでの戦前期の都市開
発過程の実態を歴史的に叙述したものである。利鉱山rhにおける事例研究では、軍需工場建設で立ち退き
???
を余{義なくされた地域の実態の考察から、強仔的な開発に対する民衆の低抗の一端を把握していて、著者
の今後の新しい研究舟向の存在を確認している。
本論文は通覧して、近代日本における開発による国土空間の編成を空間的視点を強調することによって
新しい知見を生み出したこと、戦時期の総力戦体制による開発生上主義によって地域が大きく変容したこ
と、最近の欧米の社会・政治地理学の研究視点を近代日本の都市史研究に適用したことなど、オリジナリ
ティに富んだ考察といえる。もし強いて論文構成のうえでの問題点を指摘するならば、第5章までの主と
して理論に傾いた考察と、第7章から9草までの具体的な地域での事例研究との有機的なつながりが、叙
述のうえで十分に果たされていないうらみがあるという点である。本論文の課題設定からみて、理論と実
証の双方、政治権力側の圧力とそれに対する日常生活のレベルからの民衆の側の抵抗の両面、全国規模で
の分析と地方レベルでの分析の双方を常に対照させながら、指摘の客観性と深みを高めてゆく方向が追求
されるべきであろうが、当然のことながらこの広汎な課題の達成は辛難の業といえる。このことは本文中
にも断りが述べられていて、著者も十分了解済みのことであり、必ずしも本論文自体の価値を減じるもの
とはいえない。
著者の批判的社会政治地理学的視点にたった近代日本の国土・都dJ開発論は、従来の歴史学や地理学の
この分野の研究にみられなかった新しい切りUを提示し、国土の均質化・ネットワーク化が国民国家の形
成を{起した要因であることを明らかにし、さらに今後の研究の蓄積によってさらに重要な知見に到達する
ことを十分に予想させるものとして意義あるものと考えられる。本論文の叙述内容からみて、著者は学的
コンテクストの理解、論の構想カ、考察の密度、記述の明瞭さなど、いずれにおいてもすぐれた能力を遺
憾無く発降していることがうかがえる。
以よの所見により、本論文;は大阪市立大学博士(文学)の学位を授与するに値するものと認められる。
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